
応用物理学専攻の竹延大志教授の研究グループは、『新物資』と『新原理素子』の『掛
け合わせ』により、基礎研究から応用研究までの幅広い研究分野に貢献する新現象・
新機能の探索に挑戦しています。たとえば、層状物質であるグラファイトの単層膜であ
るグラフェンの発見により、近年では様々な層状物質の単層膜を組み合わせた『原子
層物質』が新物質として注目を集めています。当研究グループでは『原子層科学』に関
する研究プロジェクト（科研費・学術変革領域研究（A）・基盤研究（S）・基盤研究（A））
を推進しています。また、本質的な可撓性を有する有機材料は、古くて新しいエレクト
ロニクス材料として注目を集めて
います。本研究グループでは有機
材料を用いた発光素子や熱電変
換素子に関するプロジェクト
（JST・CREST、科研費・学術変革
領域研究（A））を推進しています。
今後も、新しい科学は、新しい物質
と新原理素子により切り開かれる
と信じ、科学・社会への貢献を目
指して研究を進めていきます。

小惑星リュウグウの表層から探査機
「はやぶさ2」が採取し持ち帰った粒子の
熱拡散率を、独自に開発したロックイン
サーモグラフィ式周期加熱法を用いて
非接触で計測することに成功しました。
得られた熱慣性（物質の熱しやすさの
指標）は、リュウグウの表層よりも3倍
以上大きく、リュウグウ表層内には熱遮
蔽効果を持つ多数の亀裂の存在が示
唆されます。本計測データは太陽系の
成り立ちの解明へと繋がることが期待
されています。本研究成果は、はやぶさ
2初期分析チームの成果の一部として
科学雑誌Scienceに掲載されました。

材料デザイン工学専攻は、シンクロトロン光や超高分解能透過電子顕微鏡を展開す
る先端計測（髙嶋圭史教授、山本剛久教授）、マテリアルを計算機で設計し実現する
先端理論計算（足立吉隆教授、君塚肇教授、小山敏幸教授、原田寛教授）、計測、理論
グループと連携してマテリアルを創出する（入山恭寿教授）各グループから構成されて
おり、物質プロセス工学・化学システム工学専攻と連携し、資源から社会実装までを
包括する先端研究に取り組んでいます。図は入山恭寿教授らが最近見いだした黒鉛
負極と固体電解質を組み合わせることで実現する超高速充放電の成果です（新学術
領域研究（領域代表）、NEDO）。リチウムイオン電池は有機電解液を用いるため、黒
鉛負極と電解液の界面で生じる溶媒分解や脱溶媒和過程が充放電反応速度を大き
く低下させていましたが、全固体電池は固体電解質を用いるため、これらの阻害因子
がなくなり、超高速充放電が可能となることを見いだしました。
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微生物や酵素などの生体触媒を用いたバイオプロセスは、環境負荷の小さい物質生
産技術として期待されています。堀克敏教授らは独自の材料であるAtaAと名付け
られた接着蛋白質の毛を利用して、産業上有用な微生物である大腸菌を迅速簡便に
担体に固定化する新手法を開発しました。固定化した微生物は連続的または繰り返し
反応に利用でき、生産物との分離も容易になります。本研究成果は、バイオプロセスに
よるものづくりを加速し、カーボンニュートラルの実現に貢献することが期待されます。

名古屋大学工学部/工学研究科では、
毎日、数々のニュースが生まれています。
ここに挙げるのはその中の、ほんの一部です。

近年、結晶でもなくアモルファスでもない「準結晶」が発見されました。準結晶は、原子
が周期的に並んでおらず、準周期性と呼ばれる特異な規則性に従って並んでいます。
この特異な規則性は、高次元結晶（ハイパーマテリアル）から実空間への射影により
記述されます。当初、金属間化合物で発見され、最近、金属酸化物においても準結晶
が存在することが明らかとなりました。当研究グループは、希土類金属酸化物ハイ
パーマテリアルを世界に先駆けて創製しました。今後、構造の解明や物性の評価、さ
らにはエネルギー関連材料としての応用が大いに期待されます。

EI創発工学館の完成 ― 名古屋大学地域連携グローバル人材育成拠点施設 ―

▲

材料デザイン工学専攻　山本 剛久 教授

▲

エネルギー理工学専攻　柚原 淳司 准教授
“理論計算、シミュレーション、AI、そして、
高度先端計測技術を展開したマテリアル創出”

ハイパーマテリアル-高次元物質科学の創出-

産業上有用な大腸菌の
新規固定化技術を開発

▲

電気工学専攻　横水 康伸 教授

2022年12月17日、工学部・工学研究科主催（公益財団法人日比科学技術振興財団共催）でテクノシ
ンポジウム「女子学生のための工学フォーラム」を開催しました。テクノシンポジウムは毎年開催してい
ますが、2022年度は3年ぶりに対面形式で開催するとともにYouTubeによるライブ配信も併せて行
いました。今回のメインテーマは「未来を拓く工学部女子学生」で、工学を学ぶことに興味をお持ちの女
子高校生をメインに、保護者、高校教師、予備校の方々を対象として、①女子学生が工学を選んだ理由
は何か　②社会は工学女子学生（博士も含む）に何を期待しているのか　③工学部を卒業した女子学
生にはどんな未来が待っているのかで実施しました。
当日は、鈴木副研究科長の司会・進行により、宮﨑誠一工学部長・工学研究科長の挨拶と「女性の活躍
を含めた工学部・工学研究科紹介」の後、鳴瀧教授から「女子学生支援施策・設備紹介」として、名古屋
大学の学生が受けることができる学生支援（経済的支援、研究支援、キャリアパス支援）、女子学生の
ための支援プログラムなどを紹介しました。
次いで、工学部ＯＧによる「工学部出身女性のキャリアパスをテーマとしたパネルディスカッション」を行い、
工学部で学んだことがどのように活かされているか、工学部を選んだ理由は何かなど、現在の状況を背景
としてご自身の経験から発言と、工学部を目
指す女子学生に向けたメッセージがありまし
た。最後に現役の女子学生が登壇し、学生生
活や就職、将来の話などについて「本音トーク
による座談会」を行い、会場からも多くの質問
があり、大変有意義なイベントとなりました。

工学部7号館を中心とした建物群に対する安心安全な教育研究基盤の確保と同時
に、分野を融合した新しい創発工学を創出し、人材育成や産学官連携及びイノベー
ションの創出に対応した地域連携グローバル人材育成拠点として、令和3年
（2021年）3月に建設工事に着工し、「EI創発工学館」として、令和5年に完成し、
秋から供用開始です。この事業により設置される施設の規模は地上9階建て、民間
付帯施設を合わせた延べ床面積は約17,000㎡です。
整備は、施設等の設計・建設・維持管理を民間事業者に一体的に委ね、民間事業者
の創意工夫やノウハウ、経営能力及び技術的能力を最大限に活用し、財政資金の
効率的な使用を図りつつ整備を行うこととし、PFI 法に基づき実施されました。
教育研究棟は、高層階は産学連携スペースとし、高・中層階は主に機械系の実験
室、研究室、会議室等で、低層階は講義室、研究室、実験室、クリーンルームなどで
構成し、福利厚生棟は食堂、購買や民間付帯施設等です。
この事業において、株式会社FUJI様からホール（FUJIホール）と学修支援スペース
（FUJIスクエア）、東京エレクトロン株式会社様からホール（TELオーディトリアム）
設置にかかる建設費等の寄附がありました。

地球温暖化と都市発展がもたらす暑さの将来予測：
インドネシア・ジャカルタを対象として

小惑星リュウグウの
熱物性を独自技術で分析

▲

土木工学専攻　中村 晋一郎 准教授

歴史から未来の防災を考える
土木工学は、インフラの整備と管理を通して、自然災害から人の暮らしを守り、社会・
経済活動を支える基盤をつくるとともに、豊かな生活空間を実現するための学問です。
よって、土木工学は自然と社会の両方を理解し、社会に対して適切なソリューションを
提示していく必要があります。国土デザイン研究室では、自然と社会の相互作用に着目
して、そのメカニズムを解明し、そこから得られた知見を用いた地域や国土のデザイン手法
について研究しています。特に近年では、気候変動の影響も相まって洪水や土砂災害等
の水災害が各地で頻発しており、新たな治水対策の検討が焦眉の課題となっています。
中村晋一郎准教授は、日本
の治水対策に着目し、その
手法が、いつ、どのような経
緯で構築され、それが自然
災害や社会要請とともにど
のように変容してきたのか
を、歴史的な史料や長期
データを用いて明らかにし
ました。その成果は書籍と
して出版され、令和2年度
土木学会出版文化賞など
三つの賞を受賞しました。

▲

生命分子工学専攻　堀 克敏 教授 ほか

超高速充放電の成果

HFO-1234yfを混合した自然系ガスにおける高温下分解による生成化学種

大電力機器・伝送システムの特性・現象解明と高性能化を目的として、統計力学・物理
化学・量子化学・大電流工学などの理論を複合適用させ、研究を進めています。これら
の研究の一つでは、電力機器メーカーとの共同研究として、自然系分子とHFO系分
子からなる混合ガスについて、大電流遮断プロセスにおける構成化学種の変化、ひい
ては高温下での電気絶縁耐力を見いだしています。ここでは、 HFO系分子の分子定
数などを導出し、次いで、約100種に及ぶ多原子分子などの化学種に対して、独自考
案した安定収束計算手法にて解に導いています。さらに、分析から主要な反応とその
優先性、ひいては適正なHFO系ガス混合率を提案することに成功しています。

▲

応用物理学専攻　竹延 大志 教授

新物質と新原理素子の協奏が開く
新たな科学と社会

金属酸化物超薄膜　（a）結晶 （b）準結晶 （c）近似結晶

世界中の過半数以上の人々が生活を営む「都市」では、地球温暖化とヒートアイランド
と呼ばれる都市固有の温暖化のダブルパンチにより、暑さが増しています。地球温暖化
はますます深刻さを増し、さらに、東南アジア諸国などの成長著しい国々の都市では、
その発展に伴い、ヒートアイランドも進行する一方です。このような暑さは、快・不快の
範疇を遥かに超えて、人間健康を著しく害する「危険な暑さ」となってきています。 私
たちの研究室では、成長国都市の1つであるインドネシア・ジャカルタを対象として、
地球温暖化の進行下かつ都市発展が進む状況下で、 都市の暑さがどのような状態に
なっていくかを最新鋭のコンピュータシミュレーションを駆使して予測し（図）、さらに、
その暑さを緩和する策やその暑さに適応する策の導入検討を行っています。

テクノシンポジウム名大（2022） ～ 女子学生のための工学フォーラム～ を開催
▲

環境学研究科　都市環境学専攻　飯塚 悟 教授

令和元年東日本台風による長野県長野市の被害の状況（撮影：中村晋一郎）

▲

機械システム工学専攻　長野 方星 教授

図  インドネシア・ジャカルタの将来都市計画（左）と暑熱環境予測（右）リュウグウ熱物性計測装置および位相データ

大電力機器・伝送システムの現象と特性を
解き明かす
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本冊子は大学進学案内用に編集し、志願者ならびに各高等学校等に配布しているものです。
内容や記述に不十分な点もあるかと思います。わかりにくいこと、詳しく知りたいことなど
右記までお問い合わせください。

本冊子に関すること 　教務課（学生支援係） TEL.052-789-3599

本冊子の入手希望者は、「宛名を明記し、250円切手を貼った返信用封筒（角形2号、約33cm×24cmのもの）」を
同封し、「工学への道請求」と朱書して、下記宛てにお申し込みください。

〒464-8603　名古屋市千種区不老町　東海国立大学機構 名古屋大学工学部 教務課学生支援係
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iPhoneの方は「App Store」、Androidの方は「Google Play」
「LINE（ライン）」を検索→「ダウンロード」→起動させます。
「公式アカウント」の検索バーに、「名古屋大学工学部」と入力

名古屋大学工学部・工学研究科の情報にアクセスするなら、次の3つをチェック！

この冊子には数多くのQRコードが配置されています。お手元のスマートフォンでQRコードを読み取ると、簡単にWebコンテンツにアクセスでき
ます。QRコードを読み取るアプリケーションは、スマートフォンに最初から搭載されている場合もあれば、ダウンロードサイトで無償で配布されて
いるものを入手することができます。左記のデンソーウェーブ社が提供する純正QRコードリーダーアプリ（無料）などをご利用ください。

QRコードリーダー“Q”の 
ダウンロードは App Store
または Google Play から！

名古屋大学工学部からの最新情報を配信中！ 
「友だち追加」していただいたみなさんに、名古
屋大学工学部の話題をイチ早くお届けします。

工学部の最新情報をスマホ
標準でお届けしています。

工学部受験生応援
スペシャルサイト

https://www.engg.nagoya-u.ac.jp/
door/

受験生のための情報サイト

在学生が取材し作成した記事を掲載。
受験生のための魅力発見サイトです。

180余りの研究室を
網羅。ワンクリックで
研究室サイトにアク
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ウエブ公開授業を体験！
各学部の特徴と魅力をチェック
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フォトギャラリー
スタッフ紹介

LINEアプリをすでにお
持ちの方は、QRコードで
簡単に登録が可能です。
友だち追加→QRコード
から読み取ってください。
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東海国立大学機構
名古屋大学工学部・大学院工学研究科

この冊子には、QRコードを活用し、お手元のスマートフォンを経由してWebsiteや動画コンテンツを
ご覧いただける仕掛けが満載です。ぜひスマートフォン片手にお楽しみください。

スマートフォン・タブレットでバーチャル見学

-- 工学への道 2024 --


